
の
明
石
元
二
郎
、絵
画
『
南
風
』

で
有
名
な
画
家
の
和
田
三
造
、

小
説
家
の
夢
野
久
作
、そ
し
て
、

そ
の
息
子
で
イ
ン
ド
緑
化
の
父

と
い
わ
れ
る
杉
山
龍
丸
。
福
岡

市
出
身
で
い
え
ば
玄
洋
社
が
輩

出
し
た
政
治
家
の
中
野
正
剛
、

同
じ
く
総
理
目
前
で
亡
く
な
ら

れ
た
緒
方
竹
虎
、
部
落
解
放
の

父
と
い
わ
れ
る
松
本
治
一
郎
、

漫
画
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
の
長
谷

川
町
子
、
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
節
の

川
上
音
二
郎
な
ど
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
整
備
の
可
能
性
は

─
」

　

こ
れ
に
対
し
て
、
市
の
教
育

長
は
、現
在
、大
名
小
学
校
に
、

空
き
教
室
を
利
用
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
和
田
三
造
は
じ
め
同

校
出
身
の
画
家
の
作
品
や
廣
田

弘
毅
先
生
な
ど
著
名
人
の
関
係

資
料
を
展
示
し
た
「
大
名
小
学

校
美
術
館
」
は
「
大
名
小
学
校

廃
止
後
も
保
存
整
備
す
る
」
と

し
、「
妹
尾
議
員
提
案
の
先
人

館
整
備
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検

討
す
る
考
え
で
あ
る
」
と
答
弁

し
た
。

し
た
の
も
妹
尾
議
員
。
一
般
質

問
で
は
、
さ
ら
に
先
人
館
の
整

備
に
つ
い
て
具
体
的
な
構
想
も

披
露
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に

市
に
実
現
を
求
め
た
。

　
「
校
舎
三
階
は
、
先
人
に
感

謝
す
る
た
め
に
仮
称
、
福
岡
先

人
館
の
整
備
を
ぜ
ひ
実
現
し
て

ほ
し
い
。
明
治
以
降
の
福
岡
市

ゆ
か
り
の
先
人
は
大
名
小
学
校

出
身
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
子
ど
も
た
ち
や

福
岡
を
訪
れ
る
観
光
客
に
偉
業

を
た
た
え
紹
介
す
る
こ
と
は
絶

対
に
必
要
と
考
え
る
」

　
「
大
名
小
学
校
出
身
者
だ
け

で
も
総
理
大
臣
を
務
め
ら
れ
た

廣
田
弘
毅
、
最
後
の
台
湾
総
督

た
。
当
時
、
日
本
の
志
士
に
は

中
国
革
命
を
援
助
す
る
者
が
少

な
く
な
く
、
貢
献
す
る
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
」（
要
旨
）
と
記

さ
れ
て
い
る
。「
福
岡
に
来
て

…
」
と
い
う
下
り
に
玄
洋
社
の

支
援
の
姿
が
偲
ば
れ
る
。

　

辛
亥
革
命
か
ら
中
華
民
国
成

立
へ
。
そ
れ
を
支
え
た
玄
洋
社

の
偉
業
は
、
正
し
く
伝
承
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

児
童
の
減
少
で
統
廃
合
さ
れ

児
童
が
新
た
な
校
舎
に
移
る
福

岡
市
中
央
区
大
名
の
市
立
大
名

小
学
校
は
、
昭
和
四
年
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
で
、
市
内

に
唯
一
現
存
す
る
戦
前
の
校

舎
。
市
は
文
化
財
と
し
て
保
存

・
活
用
す
る
た
め
の
調
査
を
進

め
て
い
る
。

　

校
舎
の
保
存
・
活
用
を
提
唱

　
「
中
華
民
國　

國
父
孫
中
山

先
生
致
力
中
国
革
命
期
間
九
次

渡
日　

其
間
數
次
来
福
小
住　

当
時
日
本
志
士
恊
助
中
國
革
命

者
不
乏
其
人　

對
中
國
革
命
貢

献
良
多
…
」

　

碑
文
に
は
中
国
語
で
「
国
父

孫
中
山
先
生
は
中
国
革
命
に
力

を
尽
く
し
て
い
る
間
に
九
回
来

日
し
、
そ
の
間
数
回
福
岡
に
来

て
、
し
ば
ら
く
住
ん
だ
り
も
し

　

玄
洋
社
が
生
ん
だ
福
岡
県
で

初
の
総
理
大
臣
、
廣
田
弘
毅
先

生
は
じ
め
明
治
以
降
の
福
岡
市

ゆ
か
り
の
先
人
を
紹
介
、
顕
彰

す
る
「
福
岡
先
人
館
」
の
整
備

を
提
唱
す
る
玄
洋
社
記
念
館
理

事
で
福
岡
市
議
会
議
員
の
妹
尾

俊
見
氏
が
、
昨
年
十
二
月
十
四

日
の
福
岡
市
議
会
で
一
般
質
問

に
立
ち
、市
の
考
え
を
質
し
た
。

肖
像
写
真
が
掲
げ
ら
れ
た
様
子

が
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　

福
岡
市
中
央
区
南
公
園
の
市

立
動
物
園
正
門
か
ら
、
バ
ス
通

り
を
挟
ん
で 

北
側
に
あ
る
森

の
中
の
「
展
望
台
」
に
「
中
山

紀
念
碑
」
が
あ
る
。「
中
山
」

は
孫
文
の
号
。
昭
和
四
十
年
、

孫
文
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
福

岡
在
住
の
華
僑
を
中
心
に
、
九

州
の
華
僑
が
建
立
し
た
。

満
百
年
に
当
た
る
。
玄
洋
社
先

覚
ら
の
支
援
を
受
け
て
中
国
近

代
化
の
革
命
に
奔
走
し
た
孫
文

は
、
中
華
民
国
初
代
の
臨
時
大

総
統
に
就
任
し
た
。

　

孫
文
は
中
国
で
「
中
国
革
命

の
父
」「
国
父
」
と
呼
ば
れ
尊

敬
さ
れ
る
。
昨
年
、
中
国
・
北

京
の
人
民
大
会
堂
で
催
さ
れ
た

辛
亥
革
命
百
周
年
大
会
の
会
場

で
も
、
正
面
に
孫
文
の
大
き
な

　

中
国
で
、
一
九
一
一
（
明
治

四
十
四
）
年
の
辛
亥
革
命
が
成

功
し
、
翌
一
九
一
二
（
明
治
四

十
五
）
年
一
月
一
日
、
南
京
に

「
中
華
民
国
臨
時
政
府
」
が
樹

立
さ
れ
た
。
今
年
は
そ
れ
か
ら
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今年は「中華民国」成立100年

福岡・南公園に紀念碑

中国近代化の幕開けた孫文

福
岡
市
、
検
討
を
約
す
る

妹
尾
理
事
が
議
会
で
質
問

「
先
人
館
の
整
備
を
」

南公園の展望台に建つ「中山紀念碑」

議
会
で
質
問
す
る
妹
尾
議
員



（
前
号
よ
り
続
く
）

　

こ
れ
か
ら
末
永
節
と
三
人
相
談
の
上
で
先
ず
東
京
の
頭
山

先
生
に
申
し
上
げ
よ
う
と
言
う
事
に
な
り
、
安
永
は
萱
野
長

知
、
福
島
熊
次
郎
、
金
子
克
己
等
の
同
志
と
共
に
上
京
す
る

事
に
な
っ
た
。
具
体
的
な
事
が
決
ま
れ
ば
直
ぐ
電
報
を
く
れ

と
安
永
に
約
束
し
て
安
永
を
送
っ
た
が
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
電

報
は
来
な
い
。
此
の
間
に
末
永
と
安
永
が
吾
々
の
志
を
具
体

化
す
る
為
め
に
百
方
奔
走
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
僕
は

大
い
に
待
ち
く
た
び
れ
て
居
っ
た
。

　

或
る
日
の
事
、
僕
が
博
多
駅
か
ら
俥
に
乗
っ
て
玄
洋
社
に

向
う
途
中
の
事
で
あ
っ
た
。
俥
に
乗
る
な
ど
と
言
う
の
が
當

時
の
僕
な
ど
に
は
身
分
不
相
應
な
話
で
之
れ
が
大
失
敗
の
も

と
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
俥
が
丁
度
呉
服
町
に
さ
し

か
ゝ
っ
た
時
僕
に
向
っ
て
手
を
振
り
な
が
ら
来
る
人
が
あ

る
。
良
く
見
る
と
そ
の
人
が
進
藤
先
生
で
あ
っ
て
僕
の
俥
を

お
し
止
め
る
様
に
し
て
「
お
ゝ
、
柴
田
君
、
良
い
所
で
會
っ

た
。
君
を
探
し
て
居
っ
た
所
だ
」
と
言
わ
れ
「
君
の
所
に
電

報
が
来
て
居
る
よ
」
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　

僕
は
安
永
か
ら
の
電
報
を
待
ち
に
待
っ
て
居
た
所
だ
っ
た

の
で
「
そ
の
電
報
を
待
っ
て
居
た
所
で
す
」
と
申
し
上
げ
た

ま
ゝ
俥
を
急
が
せ
て
社
に
駆
け
込
ん
で
行
っ
た
。

　

進
藤
先
生
は
一
刻
も
早
く
僕
に
電
報
の
来
た
事
を
知
ら
せ

よ
う
と
方
々
探
し
歩
い
て
居
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
も
か
ゝ

わ
ら
ず
僕
は
俥
の
上
で
電
報
の
一
言
を
聞
い
て
、
嬉
し
さ
の

餘
り
俥
か
ら
降
り
て
先
生
に
御
禮
も
申
し
上
げ
ず
俥
で
社
に

駆
け
込
ん
だ
。

（
こ
の
項
続
く
）
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進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

「
玄
洋
社
の
真
実
を
語
り
続
け
ま
す
─
」

石
瀧
さ
ん
活
発
な
講
演
活
動

　

■
探
し
て
い
ま
す

　
【
連
絡
先
】　

〒
８
１
１・
２
１
１
３　

福
岡
県
糟
屋
郡
須

惠
町
須
恵
８
２
０
─
２

　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス　

０
９
２・９
３
３
・０
４
２
６

進
藤
喜
平
太
翁
追
憶
談　

柴
田　

麟
次
郎
（
談
）

　

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
福

岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
、
西

日
本
新
聞
会
館
の
西
日
本
新
聞

Ｔ
Ｎ
Ｃ
文
化
サ
ー
ク
ル
「
ア
イ

＆
カ
ル
チ
ャ
天
神
」
で
開
催
さ

れ
た
同
文
化
サ
ー
ク
ル
と
筑
紫

女
学
園
大
学
主
催
の
「
一
日
大

学
天
神
塾
」
で
、
石
瀧
さ
ん
は

三
時
間
の
講
座
を
受
け
持
っ

た
。
テ
ー
マ
は
「
孫
文
と
頭
山

満
と
玄
洋
社
（
上
・
下
）」。

　

石
瀧
さ
ん
は
、
高
場
乱
の
人

参
畑
塾
の
紹
介
と
玄
洋
社
の
誕

生
か
ら
入
り
、
玄
洋
社
が
辛
亥

革
命
に
い
か
に
関
わ
っ
た
か
、

さ
ら
に
孫
文
と
の
強
い
信
頼
関

係
、
ま
た
、
日
中
戦
争
に
反
対

だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
解
説
し
て

い
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
明
治
十
二
年

十
二
月
の
玄
洋
社
の
成
立
を
、

「
明
治
時
代
史
大
事
典
」
が
明

治
十
四
年
二
月
に
発
足
、
と
記

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
自
ら

「
最
高
最
大
の
定
本
的
歴
史
大

百
科
」
と
う
た
う
辞
典
が
「
玄

洋
社
の
本
領
は
、
玄
界
灘
を
こ

え
て
ア
ジ
ア
大
陸
に
進
出
す
る

意
思
を
表
し
た
と
さ
れ
る
そ
の

社
名
の
と
お
り
…
」
と
ピ
ン
ト

外
れ
の
解
釈
を
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
紹
介
。「
玄
洋
社
の
歴

史
が
間
違
っ
て
流
布
さ
れ
て
い

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

石
瀧
さ
ん
の
痛
快
な
話
に
、

多
く
の
受
講
者
た
ち
は
、
ま
さ

に
「
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
」
思

い
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

今
年
二
月
十
九
日
、
同
じ
く

天
神
一
丁
目
の
ア
ク
ロ
ス
福

岡
・
国
際
会
議
場
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
福
岡
歴
史
研
究
会
（
大
谷
賢

二
理
事
長
）
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
辛
亥
革
命
百
周
年
特
別

企
画
『
封
印
さ
れ
た
福
岡
史
の

真
実
』」
が
開
催
さ
れ
、
石
瀧

さ
ん
は
「
孫
文
を
助
け
た
玄
洋

社
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　

辛
亥
革
命
百
周
年
に
ち
な
ん

で
は
、
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
〝
孫

文
支
援
〟
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ

れ
た
が
、
こ
の
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は「
玄
洋
社
の
視
点
か
ら
」

孫
文
と
辛
亥
革
命
を
知
ろ
う
、

と
い
う
の
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

演
壇
に
上
っ
た
石
瀧
さ
ん
は

「
私
は
三
十
年
間
、
玄
洋
社
研

究
を
し
て
い
る
が
、
玄
洋
社
に

つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
は
間
違

い
だ
ら
け
で
あ
り
、
玄
洋
社
に

対
す
る
世
間
一
般
の
認
識
は
間

違
っ
て
い
る
」
と
言
い
続
け
て

き
た
と
述
べ
、
間
違
い
を
具
体

的
に
挙
げ
な
が
ら
講
演
を
進
め

た
。

　

種
々
の
出
版
物
で
玄
洋
社
を

侵
略
主
義
、
右
翼
と
記
す
も
の

が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
石
瀧
さ

ん
は
「
そ
れ
は
歴
史
家
た
ち
の

東
京（
中
央
）か
ら
見
た
評
価
。

そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総

司
令
部
）
が
貼
っ
た
レ
ッ
テ
ル

で
あ
る
」
と
説
明
。「
玄
洋
社

は
地
域
の
発
展
、
振
興
に
尽
く

し
て
い
る
」
と
実
例
を
掲
げ
て

語
っ
た
。
講
演
を
通
じ
て
石
瀧

さ
ん
は
「
史
料
発
掘
が
現
代
人

の
使
命
。
玄
洋
社
の
こ
と
を

も
っ
と
調
べ
て
発
信
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
自
身
の
今
後
の
玄
洋
社
研
究

の
方
向
を
示
し
た
。
早
い
時
期

に
「
玄
洋
社
・
空
白
の
昭
和
史
」

を
出
版
の
予
定
だ
と
い
う
。

　

そ
の
石
瀧
さ
ん
を
、
昨
年
は

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
も
ち
ろ

ん
、
中
国
の
中
央
電
視
台
（
テ

レ
ビ
局
）、
中
国
新
聞
社
（
政

府
系
通
信
社
）
も
取
材
し
た
。

　
（
写
真
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
講
演
す
る
石
瀧
さ
ん
）

　

石
瀧
豊
美
さ
ん
が
、
次
の

二
点
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
か

ら
の
情
報
を
求
め
て
お
ら
れ

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

①
昭
和
十
九
年
十
月
五
日

に
亡
く
な
っ
た
頭
山
満
翁

（
享
年
九
十
歳
）
の
葬
儀
に

は
二
万
人
が
参
列
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
葬
儀

に
関
す
る
写
真
（
新
聞
、
雑

誌
掲
載
の
も
の
で
も
結
構
で

す
）
を
お
持
ち
の
方
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
。

　

②
玄
洋
社
社
員
・
山
本
倬

也
氏
の
肩
書
は
「
頭
山
満
翁

秘
書
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
、
山
本
氏
の
ゆ
か
り
の

方
を
ご
存
じ
の
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
。

　

お
心
当
た
り
の
方
は
、
郵

便
か
電
話
で
、
石
瀧
豊
美
さ

ん
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

孫
文
の
「
辛
亥
革
命
」
百
周
年
の
昨
年
か
ら
、
玄
洋
社
研

究
で
知
ら
れ
、
本
紙
に
「
玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介
」
を
連

載
し
て
い
る
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
、
石
瀧
豊
美
さ
ん
の

講
演
活
動
と
メ
デ
ィ
ア
取
材
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
孫
文

を
支
援
し
た
玄
洋
社
が
中
心
テ
ー
マ
だ
が
、
論
文
、
出
版
物

を
は
じ
め
巷
間
語
ら
れ
る
誤
っ
た
玄
洋
社
像
へ
の
指
摘
が
際

だ
ち
、
受
講
者
の
興
味
を
引
き
つ
け
た
。「
玄
洋
社
の
真
実
を

語
り
続
け
ま
す
─
」
と
、
石
瀧
さ
ん
は
決
意
を
見
せ
る
。



助
会
費
の
受
け
付
け
を
同
月

一
日
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

法
人
会
員
の
皆
様
、
個
人

会
員
の
皆
様
に
は
、
経
済
情

勢
低
迷
の
折
、
誠
に
恐
縮
で

は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ

し
く
ご
賛
助
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一
万

円
　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝
一

口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た
は

銀
行
振
込
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
振
込
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番
号

０
１
７
７
０
～
１
～
２
０
７

３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店　

普

通
預
金　

口
座
番
号
０
７
４

０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄
洋

社
記
念
館
」
で
す
。

　

玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会
員

の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
玄
洋
社
記
念
館

は
、
賛
助
会
員
の
皆
様
の
お

か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年

度
も
先
覚
顕
彰
行
事
な
ど
所

定
の
活
動
を
滞
り
な
く
す
ま

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
国
辛
亥
革
命
か
ら
百
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
っ

た
昨
年
は
、
全
国
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
福
岡
市
博
物
館
で

は
、
当
玄
洋
社
記
念
館
の
寄

託
資
料
を
活
用
し
た
企
画
展

「
ア
ジ
ア
の
激
動
と
福
岡
ゆ

か
り
の
人
び
と
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。同
展
を
通
じ
て
、

近
代
中
国
建
国
の
父
・
孫
文

を
支
援
し
、
ア
ジ
ア
の
解
放

に
向
け
て
活
動
し
た
玄
洋
社

の
存
在
と
そ
の
意
義
が
、
故

郷
・
福
岡
の
人
々
を
は
じ
め

多
く
の
人
々
に
も
、
よ
り
深

く
認
識
さ
れ
理
解
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
四
月
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
当
記
念
館

は
平
成
二
十
四
年
度
分
の
賛

玄　　　　　　　　　洋（３）平成２４年４月１日 第　１１2　号

九州新幹線

全線開通から１年

賛
助
会
員
芳
名
録

昨
年
三
月
十
二
日
に
福
岡
市
の

博
多
駅
か
ら
鹿
児
島
中
央
駅
ま

で
全
線
開
通
。
同
時
に
博
多
駅

も
「
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
」
と
い

う
名
の
新
駅
ビ
ル
＝
写
真
＝
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
（
三
月
三
日

開
業
）
一
年
が
経
過
し
た
。
新

幹
線
の
全
線
開
通
は
効
果
て
き

め
ん
で
、
鹿
児
島
県
の
指
宿
温

泉
は
客
が
急
増
し
た
と
い
う
。

　

一
方
、
阪
急
デ
パ
ー
ト
と
東

京
の
大
型
物
販
店
を
誘
致
し
た

新
博
多
駅
ビ
ル
は
開
業
か
ら
一

年
足
ら
ず
で
五
千
万
人
の
人
を

集
め
た
と
い
い
、
博
多
駅
周
辺

地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

そ
の
影
響
で
、
西
日
本
一
を

誇
る
福
岡
市
の
中
心
繁
華
街

「
天
神
」
地
区
は
、
若
干
、
客

足
を
奪
わ
れ
た
模
様
。
今
後
、

天
神
地
区
と
博
多
駅
周
辺
と
の

客
足
を
巡
る
綱
引
き
が
激
化
し

そ
う
な
雲
行
き
だ
。

　

悲
運
の
宰
相
、
廣
田
弘
毅

先
生
の
ご
遺
徳
を
顕
彰
す
る

社
団
法
人
廣
田
弘
毅
記
念
青

少
年
育
成
会
主
催
の
今
年
の

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

は
、五
月
十
九
日
（
土
曜
日
）

に
齋
行
さ
れ
ま
す
。
時
間
は

午
前
十
一
時
か
ら
で
す
。

　

場
所
は
福
岡
市
中
央
区
城

内
五
（
福
岡
市
美
術
館
入
り

口
）
の
廣
田
先
生
銅
像
前
。

　

参
加
費
は
千
円
で
す
。

　

詳
細
は
廣
田
弘
毅
記
念
青

少
年
育
成
会
（
電
話
０
９
２

・
７
６
２
・
２
５
１
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

　

廣
田
先
生
の
銅
像
の
北
側

約
五
十
㍍
、
福
岡
市
美
術
館

玄
関
前
に
、
玄
洋
社
記
念
館

の
創
設
者
で
元
福
岡
市
長
、

福
岡
市
名
誉
市
民
、
進
藤
一

馬
先
生
の
顕
彰
像
が
あ
り
ま

す
。
廣
田
先
生
顕
彰
祭
ご
出

席
の
折
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　

新
八
代
駅

（
熊
本
県
八

代
市
）─
鹿

児
島
中
央
駅

（
鹿
児
島
市
）

間
で
平
成
十

六
年
か
ら
部

分
開
業
し
て

い
た
Ｊ
Ｒ
九

州
新
幹
線
が

 

（
３
月
14
日
受
け
付
け
分
ま

で
・
敬
称
略
）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
二
万
円
】

浅
野　

秀
夫　
　
（
福
岡
市
）

　
【
一
万
円
】

今
林　

秀
幹　
　
（
福
岡
市
）

吉
田　

慧
子　
　
（　

同　

）

川
辺　

俊
幸　
　
（　

同　

）

魚
谷　

哲
央　
　
（
京
都
市
）

進
藤　
　

勇　
　
（
府
中
市
）

木
部　

岳
圭
（
さ
い
た
ま
市
）

安
部　

義
彦　
　
（
東
京
都
）

田
坂　

大
藏　
　
（
福
岡
市
）

代
表
取
締
役
社
長

花
　
田
　
　
　
　
勲

専
務
取
締
役

児
　
玉
　
　
和
　
久

代
表
取
締
役

入

　江

　秀

　雄

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
│
82

　
　
　
　
　
電
気
ビ
ル
本
館
地
下
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
３

　
810-
0004

株
式
会
社

　オ
ー
・
エ
ー
企
画

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

今
年
は
５
月
19
日
に
齋
行

会
費
納
入
の
お
願
い

社
団

法
人
玄
洋
社
記
念
館

平
成
24
年
度



の
身
の
行
末
を
お
ち
な
う
語
り

聞
か
せ
玉
へ
や
、
と
膝
ゆ
す
ぶ

り
て
問
ひ
か
く
れ
ば
、
此こ

な
た方
は

何
の
気
も
つ
か
ず
い
と
ゞ
酒
興

に
乗
じ
つ
ゝ
、
懐
さ
ぐ
り
て
取

出
で
し
小
さ
き
帳
簿
を
お
し
開

き
、
つ
い
で
つ
い
で
美
人
の
望

に
従
が
ふ
て
震
志
の
落
着
、
委く

わ

し
う
知
せ
候
は
ん
。

　

這こ

は
僕

や
つ
が
れが

陣
中
の
日
誌
な

り
。
遠
慮
な
う
披
見
し
候
へ
と

云
ふ
に
、
小
梅
は
打
喜
び
疾
く

疾
く
帳
簿
を
手
に
取
り
て
読
下

し
つ
る
其
中
に
、
四
月
三
日
生

捕
と
な
せ
し
福
岡
の
賊
徒
森
震

志
は
左
の
処
刑
に
よ
り
て
岐
阜

県
へ
護
送
せ
ら
れ
同
国
大
垣
の

懲
役
場
に
て
服
役
せ
り
云し

か

々じ
か

と

あ
り
て
、

　
　
　
　

宣
告
文
の
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

森　

震
志

　

其
方
儀
、
越
智
彦
四
郎
ノ
逆

　

意
ニ
与く

み

シ
、
党
与
ヲ
卒ひ

き

ヒ
、

　

官
兵
に
抵
抗
セ
ン
ト
ス
ル
科と

が

　

ニ
依
リ
、
懲
役
十
年
ノ
処
、

　

情
状
ヲ
酌
量
シ
、
除
族
ノ

　

上
、
懲
役
七
年
申
付
ル
。

と
ぞ
記
し
け
る（
石
瀧
注　
「
除

族
」
は
士
族
の
籍
を
奪
い
平
民

に
落
と
す
こ
と
）。

　

小
梅
は
夢
か
と
計
り
に
打
喜

び
、
さ
て
は
震
志
ぬ
し
に
は
都

よ
り
程
遠
か
ら
ぬ
東
の
方
な
る

美
濃
の
国
不
破
の
関
屋
を
打
越

え
て
、
大
垣
の
町
に
居
玉
ふ
と

か
や
。
斯
く
と
は
知
ら
で
、
朝

な
夕
な
筑
紫
の
空
の
み
打
咏
め

し
こ
そ
お
ろ
か
な
れ
。
知
ら
ざ

れ
ば
こ
そ
斯
く
て
あ
れ
。

　

行
衛
知
る
ゝ
上
は
片
時
も
早

う
尋
ね
ゆ
か
ん
と
は
や
る
心
を

面か
お

へ
も
出
さ
で
、
帳
簿
を
畳
み

て
渡
辺
に
返
し
つ
ゝ
、
客
人
よ

能
く
こ
そ
知
ら
し
玉
ふ
た
れ
。

い
ざ
こ
の
礼
に
盃
一
ツ
参
ら
せ

ん
な
ど
打
戯
れ
つ
、
其
日
は
去

り
気
な
う
席
を
終
り
て

（
以
下
次
号
）

ら
ず
、
瞬
く
間
に
討
破
ら
れ
、

或
は
伐
た
れ
、
或
は
生い

け

擒ど
り

と
な

り
て
、
残
り
な
う
亡
び
畢お

わ

ん

ぬ
。
僕
も
其
亡
滅
の
日
に
は
寄

手
の
陣
に
加
は
り
て
逃
行
く
敵

を
追
詰
め
追
詰
め
数
多
生い

け

捕ど
り

と

な
し
た
り
し
が
、
其
生
擒
の
中

に
森
震
志
と
や
ら
ん
云
ふ
猛
者

あ
り
。
い
た
く
た
け
り
狂
ふ
て

容た
や
す易

く
は
手
に
合
は
ざ
り
し

も
、
味
方
の
軍
兵
折
か
さ
な
り

て
遂
に
高
手
小
手
に
縛い

ま
しめ
た
る

が
、
是
等
は
賊
軍
中
に
て
も
稍

一
気
量
あ
る
者
と
見
え
て
面

つ
ら
だ
ま
し
い

魂

も
勝す

ぐ

れ
て
見
え
た
り
。

　

さ
れ
ど
縛
の
身
と
な
れ
ば
、

切は
ぎ

歯し
り

す
る
も
詮
術す

べ

な
く
、
斯
く

て
此
男
は
臨
時
裁
判
所
へ
引
渡

さ
れ
て
糺
問
受
け
し
が
、
思
ひ

の
外
に
罪
軽
く
て
懲
役
幾
年
と

か
申
渡
さ
れ
た
り
と
、
何
気
な

う
物
語
る
を
小
梅
は
聞
き
て
胸

轟
き
つ
。

　

さ
て
は
震
志
ぬ
し
に
は
運
つ

た
な
う
生
捕
と
な
り
玉
ひ
し

か
。
平つ

生ね

よ
り
勝
れ
し
負
じ
魂

に
は
い
か
ば
か
り
口く

ち

惜お
し

う
や
思

は
れ
け
ん
。
さ
れ
ど
猶
此
世
に

存な
が
らへ
お
は
す
る
こ
そ
嬉
し
け
れ

と
、
踊
る
心
を
お
し
鎮
め
て
猶

も
渡
辺
に
打
向
ひ
、
客ま

ろ

人う
ど

に
は

実げ

に
目
覚
し
き
功い

さ
おを
顕
し
玉
ひ

し
も
の
か
な
。

　

妾わ
ら
わは
生
得
斯
る
勇
し
き
物
語

を
い
た
く
好
み
て
候
ふ
な
り
。

苦
し
か
ら
ず
は
震
志
と
や
ら
ん

胸
を
お
し
鎮
め
て
、
其そ

れ

と
な
う

福
岡
の
動よ

う
す静

、
ま
た
は
殿
原
の

な
り
ゆ
き
如
何
に
な
り
し
や
と

問
ひ
試
み
し
に
、
渡
辺
は
小
梅

が
福
岡
勢
の
由ゆ

か
り縁

あ
る
も
の
と

は
更
に
心
づ
か
ね
ば
、
い
と
興

あ
る
面お

も

地も
ち

し
て
芸
妓
に
似に

気げ

な

き
新
聞
話
、
流さ

す
が石
は
都
の
青
楼

な
り
け
り
。
所
望
と
あ
ら
ば
僕

や
つ
が
れ

が
彼か

の
ち地
に
あ
り
て
目
撃
し
た
り

し
一ひ

と
く
だ
り條を

洩
れ
な
う
汝い

ま
しに

告
げ

知し
ら

し
な
ん
。
黙
し
て
聞
き
ね
、

と
襟
か
き
合
し
て
居
直
り
つ
ゝ

物
語
る
様
、

　

僕
は
客
年
の
三
月
よ
り
臨
時

召
募
の
巡
査
と
な
り
て
九
国
鎮

撫
の
任
を
負
ひ
つ
、
筑
前
の
国

福
岡
辺
に
出
張
の
身
と
な
り
居

た
り
し
に
、
同
月
下
旬
に
同
所

の
士
族
等
不
軌
を
図
り
、
俄
然

と
し
て
一
場
の
騒
動
を
引
起
し

た
れ
ば
、
僕
等
も
是
が
為
に
昼

夜
の
奔
走
、
実
に
寝
食
を
安
ん

ぜ
ざ
り
き
。

　

然
る
に
福
岡
の
賊
徒
共
は
鹿

児
島
・
熊
本
の
賊
徒
に
似
も
や

　

西
南
戦
争
の
一
局
面
と
し
て

戦
わ
れ
た
、
福
岡
士
族
の
反
乱

「
福
岡
の
変
」。
そ
の
懲
役

一
、
二
年
を
終
え
て
出
獄
し
た

人
々
が
玄
洋
社
結
成
の
中
核
と

な
る
。

　

芸
妓
小
梅
の
愛
人
で
あ
っ
た

森
震
志
は
秋
月
の
戦
場
で
生
き

別
れ
と
な
っ
た
ま
ま
で
、
小
梅

は
震
志
の
消
息
を
探
し
求
め

た
。
そ
ん
な
と
き
、
京
都
の
妓

楼
で
福
岡
か
ら
東
京
へ
帰
る
と

い
う
巡
査
に
出
会
っ
た
。

　

小
梅
は
斯
く
と
聞
き
て
、
空

へ
も
登
る
様
に
打
喜
び
、
轟
く
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宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
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二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 54 回

明
治
十
二
年
九
月
刊
行

　
　

小
室
信
介
閲

　
　

宇
田
川
文
海
編
輯

﹃
西
南
拾
遺
﹄
巻
之
五

　

小
梅
、
再
び
妓
籍
に
入
る

　
（
続
き
）

　

渡
辺
某
、
震
志
の
行
衛
を

　

語
る

森
震
志
は
軍
兵
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
懲
役
７
年
の
刑
を
受
け
て
岐
阜
県
大
垣
の
懲
役
場
で

服
役
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
写
真
は
大
垣
市
の
風
景
。
大
垣
市
は
豊
富
な
良
質
の
地
下
水

に
恵
ま
れ
「
水
都
」
と
呼
ば
れ
る


